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(2) 溶滴はワイヤから離脱するとともに微粒化され，アーク領域では 1 0 ロVsec 程度の速度であるが，
噴射ガスによって 50 m/sec 内外の速度に加速される乙とを見出している。
(3) 陽極ワイヤ，陰極ワイヤのそれぞれの速給速度 V+ に は溶滴の温度，粒径にそれぞれ大きく影
響し，正極(陽極)ワイヤ速給速度比孔( R+ = V + / (v十+ vーかが o. 4 "-' O. 5 で溶滴の温度，粒
径が極大を示すことを明らかにしている。また乙れらの因子が溶射皮膜の付着力と強い相関性をもつ
ことを確認している。
(4) R+ が O. 4 "-' O. 5 では溶射皮膜に存在する酸化物，気孔などが極小となる乙とを実験的に明らかに
している口
(5) ワイヤの単位質量当たりの入熱量が R+ = 0.4 近傍で最大となることを論証し，これらの結果から
ワイヤの単位質量当たりの入熱量を最大にするワイヤ送給速度を決定する方法，すなわち適正溶射条
件の設定法を提案している。
(6) 上記の設定法の有効性をドックゲート，高温水タンクのアルミニウム溶射において検証し，長期間
の使用に耐え得る良好な祷射皮膜が形成されていることを確認している。
以上のように，本論文はアーク溶射機構に関し新しい知見を示すとともに，施工技術の確立に有用な
資料を提供しており，溶射工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値
あるものと認める。
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